
本日の会議の進め方について
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第１回三沢市中小企業振興会議



当会議でこれまで行ってきたこと

→ 今後のスケジュール
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①人口減少・
社会減関連

［共通課題１］ 地域の人口減少・社会減（人材流出）への積極的対応
人口減少が地域にもたらす影響を考慮すると、人口減少自体への対応、特に若い世代の流出による社会減への対
応に、地域で積極的に取り組んでいく必要がある。

○三沢市は、2001年以前は、社会減ではあったが大きな自然増があったため人口増であったが、2002年以降は、自然増が徐々に縮
小したのに加えて社会減が増加したため、人口減少に転じ、加速してきている。

○人口減少は地域需要を減少させるとともに、働き手を減少させるため、地域企業にとって少しずつ継続的に影響をもたらすものであり、
地域企業がダメージを受ければ、地域での働く場が減少してさらに地域人口が減少するという「負のスパイラル」が懸念。

○現在でも出生率は高い水準にあるため社会減対策にフォーカスして、多くの地域に共通する「地元就職希望の高校生を流出させてし
まう」、「進学等で一旦流出するのを十分に地域に戻せていない」ことへ対応に積極的に取り組むことが必要。

地域で取り組むべき共通課題

②人材の確
保・働き方改
革関連

［共通課題２］ 地域企業の人材確保に向けた働きやすい環境づくり
地域企業の人材確保が以前より難しくなっており、働き方改革の推進・働きやすい環境づくりに向けて、地域で積極
的にサポートしていく必要がある。

○人口減少、少子化、全国的な人手不足、子育て・看護・介護等の様々な要因で、地域企業が必要な人材を確保することが以前よ
り難しくなってきている。特に、地元高校生の採用は、少子化・進学者増により細くなっており、さらに高校生の志向とマッチしにくい状況。

○人手不足により製造・サービス等に支障が出てしまうと、経営にも影響を及ぼすことも懸念される。試行錯誤しつつ対応されている地域
企業もあるが、企業単独で検討・対応することには限界があるため、地域で連携して対応を後押ししていく必要がある。

○国全体での労働人口不足が想定され、政府として「働き方改革」を推進していくとされており、働き手から選ばれ、定着する地域企業
になるためにも、生産性向上や女性・高齢者・外国人等多様な人材が働きやすい環境を整備していく取組が必要である。

③コロナ禍対
策・新しい生
活様式への対
応関連

［共通課題３］ withコロナ・afterコロナ・「新しい生活様式」への対応
事業所数の割合が多い「宿泊業・飲食サービス業」は関連する業種も含めてコロナ禍の影響が大きく、「新しい生活
様式」への対応も含めて、あらゆる支援に取り組んでいく必要がある。

○三沢市は宿泊者数が多く、「宿泊業・飲食サービス業」の事業所数の割合も多いため、関連する業種も含めてコロナ禍や緊急事態
宣言により影響を受けている事業所が多いと懸念。収束には時間がかかり、今後しばらくはこの影響が続くことが予想される。

○影響を受けている地域企業やコミュニケーション不足の市民に対して、国・県・市等のあらゆる支援施策を活用できるよう、行政・支援
機関・民間が連携して支援していくことが必要。

○また、地域企業のデジタル化・ICT化の遅れがコロナ禍で露呈。afterコロナも対面を減らす「新しい生活様式」が定着することも見据
えて、新たな事業計画の策定、経営計画の見直し、業種によっては事業形態の転換等も求められるためその支援も必要である。 2



【案件１】 前回の振り返り

【案件２】 検討事項の絞り込み

共通課題ごとに改めて構造を分解・要因を検討

⇒打ち手を打つべき事項の特定
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◎本日の案件


